






<要約> 

クレチン症の予後に影響を与える因子として甲状腺剤による補充療法の適切さがある。特

に 1歳までは脳の発育も盛んで適切な補充療法が不可欠である。しかし、安全でかつ充分

な補充量を決定することは時として困難である。そこで生体の甲状腺機能を調節するのに

緩衝的に変化するリバース・トリイオドサイロニン(rT3)濃度がサイロキシン(T4)至適投与

量を決定する指標と成り得るか検討した。その結果、rT3 濃度は生体の甲状腺機能状態を

他の指標に比べより鋭敏に反映することが戦明した。したがって rT3 濃度を指標に補充量

を増減すれば至適授与量を決定できると考えられた。実際のクレチン症患児で rT3 濃度を

指標として考えた 1歳までの補充量の適切さと3歳時点での予後をみると、補充量が多か

った方が、身長、骨年齢、DQ が高い傾向がみられた。すなわち rT3 濃度を指標にした補充

量の決定が特に 1歳までは有用である可能性が示された。 


